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１．研究計画の概要 
本研究では、new long stay といわれ

る精神科医療施設への入院期間が 1～5
年の患者を対象として、患者の強みや力
量に焦点を当て、それを生かす退院支援
看護プログラムの開発を目指している。 
(1) 平成 19 年度は、退院支援の課題と
ニーズを明らかにすることを目的
として、入院期間 1～5 年の患者を
対象に聞き取りを実施する。 

(2) 平成 20 年度は、退院支援の状況に
ついて患者の視点から明らかにす
ることを目的として、(1)の成果を
基にしたアンケート調査を実施す
る。 

(3) 平成 21 年度は、看護専門職の視点か
ら new long stay 患者の退院支援の
現状と課題を明らかにすることを
目的として聞き取り調査を実施す
る。 

(4) (1)～(3)の研究成果について、患者、
看護師双方の視点から退院支援に
ついての検討を重ね、入院期間 1～5
年の患者を対象とした退院支援看
護プログラムを作成し、精錬する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)平成19年度の入院期間1～5年の患者

を対象とした聞き取り調査では、以下

のことが明らかとなった。対象者は「

退院を希望」していたが「退院希望時期は

曖昧」であり「退院予定日は未確定」であ

った。「退院に向けた準備」をすすめていた

が、「時間軸に乗った支援」より「患者のペ

ース・状況優先の支援」が中心であった。

本人が希望/予定している退院先は、アパー

ト/自宅での一人暮らし、グループホーム/

福祉ホーム入居で「自立生活が求められて

いる現状」があり「医療者への要望の希薄

さ」が抽出された。 

(2)平成20年度の入院期間1～5年の患者

を対象としたアンケート調査（有効回

答は103部）では、以下のことが明らか

になった。8割以上が退院を考慮・希望し

、7割弱が条件が整えば退院できるとしてい

た。また、退院時期が未確定/不明が8割、

退院先が未確定/不明は5割を占めた。退院

後の心配の上位は，対人関係45%，金銭管理

41%であった。適切な支援が行われている、

自分の意向や希望が尊重されていると答え

た者は3割前後で、実際の支援の上位は、家

族調整40%、退院に向けた話し合い39%、今

後希望する支援の上位も退院に向けた話し

合い55%、家族調整50%であった。 

(3)平成21年度の看護師を対象とした聞

き取り調査では、以下のことが明らか

となった。退院支援は「看護問題の捉

え易さ－難さ」「患者の希望の分かり

易さ－難さ」「患者の変化の見え易さ

－難さ」といった『退院支援における

看護の明示性』と、「患者との関わり

易さ－難さ」「家族とのつながり易さ

－難さ」「他職種との連携のとり易さ

－難さ」といった『看護における他者

との相互連絡性』に影響を受けていた

。また、「医師の硬直化」「家族の硬
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直化」「看護師の硬直化」が「患者の

硬直化」へと連鎖し、『退院支援が進

まない現状の硬直化』を促進していた

。一方、実施されている退院支援は硬

直した状況を「柔軟化する志向性」を

伴っていた。  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
これまでのところ、ほぼ計画通りに進める

ことができている。しかし、研究成果の公表
においては、随時学会発表は行っているが、
論文掲載には至っていないため、②と評価し
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 平成 19年度（患者を対象とした聞き取り
調査）、平成 20 年度（患者を対象とした
アンケート調査）、平成 21 年度（看護師
を対象とした聞き取り調査）の 3 ヵ年の
研究成果を統合して検討する 

(2) (1)を基に当事者の視点を踏まえた退院
支援看護プログラムの試案を作成する 

(3) (2)について看護師および患者双方から
検討を重ね、プログラムを精錬する 
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